
令和5年10月19日(木)13:30～16:30（ JTAドーム宮古島 ）

女性が働き続けられる職場づくり支援プログラム 宮古島開催

本島と比べて事業所を対象とした支援も少ないことから、離島における女性が働き続けられる職場づくり支援プログラム

の普及を目的に、働くスキルとして重要な、“報連相”を題材とした『真・報連相 レベルアップ講座』を、宮古島にて初開

催しました。定員を上回る参加申し込みがあり、『報連相』スキルの注目度の高さを感じられました。

そもそも基本的なコミュニケーションである挨拶や、それぞれの報告・連絡・相談が‟相手にきちんと伝わっているか？“の確

認を忘れがちであることが、報連相がうまくいかないと感じる点とし、講師の青山喜佐子氏は自身の事例を紹介し、参加

者の理解や気づきを促進していました。また各ワークにおいても、事業所の業種に関係なく、普段から報連相に困りごとを

感じている参加者同士、『学んだことを社へ持ち帰って共有したい！』との想いが語られ、『他業種の社員と話し、思って

いる事が同じだった！いろいろな話が聞けて良かった』『同席の方の話を聞くことができ、講師の話の意味が、より伝わって

きて良かった』等の声もあがり、お互いの気づきの共有につながっていまいした。

13社から28名の方にご参加頂きました

「真・報連相 レベルアップ講座」

プログラム

●講話 『真・報連相 レベルアップ講座』       特定社会保険労務士/青山 喜佐子 氏

●「女性が働き続けられる職場づくり支援プログラム」について 沖縄県女性就業・労働相談センター

＜ 参加者の声 ＞

・普段、当たり前に行っている‟報連相“の奥深さを知り、とても参考になりました。参加できて良かったです。

・‟伝えた”ではなく‟伝わったか”について、確認不足でした！なので、意識して取り組みたいと思いました。

・報連相の本質は情報の共有化である事やレベルがある事が知れました。5Ｗ2Ｈや、分かりやすい表現、実践します！

・文字のごとく、伝えるだけのことだと思っていた報連相が、実は奥深いこと、報連相の中身を知ることができました。

・ちょうど困っていた報告・連絡・相談のスキル。職場で起こっている曖昧な報連相の解決策がみつかったセミナーだった。

・人間関係が悩みの種の私。今日の講座を通し、報連相が上手にできると良い人間関係がつくれるのではないがと思った。

・自分を振り返ると大切な情報は相手に確実に伝わったかどうかの確認が欠けていた。今後しっかり気を付けようと思います。

・色々振り返れて良かったし、楽しかったです！報連相を楽しみながら、相手と何でも言える職場作りを目指したいな。

・とてもためになった。グループ内でのディスカッションも楽しかったです。改めて、伝え方って大切だー！と再認識できました。

・聞くだけの気軽な気持ちで申し込んだが、明日から実践できることを多々学べました。本日から実践します！
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